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業者設定
業者の登録をします。併せて【商材リスト】も登録することができます。
工事ごとに会社としての単価を【商材リスト】に登録しておくことで、
発注先や担当によって見積単価の変動を防ぐことができ、適正な業者見積になります。

３　　業者登録

１２　商材リストとは

１６　商材リスト登録
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１-１　業者登録
業者を新規登録する際は【業者登録】をクリックします。

３



１-２　業者登録
業者が他導入企業で既に登録されているかを必ず確認してください。
いずれかの検索条件を入力し、該当する業者をクリックします。

４



１-３　業者登録
このように業者の情報が読み込まれます。

５



１-４　業者登録
該当業者が登録されていない場合は、業者の情報を入力します。
業者管理番号があれば”業者No”に入力、勘定科目をプルダウンから設定します。

６



１-５　業者登録
担当ユーザーの情報と該当工種を設定します。
※他ユーザーは業者自身が追加できます。

７

特別値引がある場合、
当画面に表示されます。

業者ごとに有効にしてください。



１-６　業者登録
【仮登録を行う】をクリックし担当ユーザーのメールアドレスを入力します。
当アドレスに登録リクエストメールが送信されます。

８



１-７　業者登録
業者がリクエストメールを受信し、登録内容の確認をすると本登録となります。
また、業者がインボイス番号を登録すると表示されます。
※支払用設定は新機能リリース時に使用します。現状は未設定で構いません。

９

【業者ユーザー確認】を
クリックすると、

業者の登録ユーザーとIDを
確認できます。



１-８　業者登録（システム外発注）
電子発注を行わない業者様は「本システム外で発注する業者を登録」から追加することで、注文書を
Excelで出力することができます。電子発注を行わない業者様へ紙で発注をする際に、必要に応じて
ご活用いただければと思います。

１０

※必須項目を入力すれば登録完了できます。
※その他項目は必要に応じて入力して下さい。
※相手に通知はされません。



１-９　業者一覧のExcel出力
業者のインボイス登録状況や、ユーザーを一覧で確認することができます。
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２-１　商材リストとは
商材リストを登録しておくと、様々な場面で活用できます。
クロス工事を例にご紹介します。

１２



２-２　商材リストとは
業者見積は【商材リストから作成】と【添付ファイルから作成】の作成方法があり、
【添付ファイルから作成】は自由に金額を入力できてしまう為、適正価格でない場合があります。

１３

添付ファイルを確認し
見積の妥当性を判断します。

その為、取決単価と相違が発生する
可能性があります。



【商材リストから作成】では業者は数量のみ入力可能になります。
したがって業者や見積担当ごとで見積単価の変動を防げます。

２-３　商材リストとは

１４

出来る限り登録をお願いします！
利益の管理だけではなく

双方の業務効率に繋がります。



また、発注する際も商材リストから明細を追加することができます。
自社で数量算出した発注に活用ください。

２-４　商材リストとは
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商材リストを登録します。工種から【商材リストへ】をクリックします。

３-1　商材リスト登録

１６



【商材 作成】をクリックします

３-２　商材リスト登録
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項目を入力します。
工事名/仕様規格は業者が分かりやすく詳しく入力してください。

３-３　商材リスト登録

１８



このように、工事ごと仕様規格ごとになるべく多く登録してください。

３-４　商材リスト登録

１９



エクセルに商材を入力し一括で登録することができます。
【商材リスト 出力】をクリックします。

３-５　商材リスト登録
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エクセルに商材を入力しデータを保存します。
※出力した業者専用のエクセルとなります。また、登録されている状態でも出力可能です。

３-６　商材リスト登録
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【商材リスト 取込】をクリックし、エクセルを選択すると内容がインポートされます。

３-７　商材リスト登録
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